
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 地球温暖化対策に係る平成 31 年度当初予算要求状況  

 

 

  









 

（参考）平成 30 年度における環境生活部の取組 

 

■カーボン・オフセットの取組 

カーボン・オフセットとは、森林整備や省エネ取組により得られた二酸化炭素削減・吸収量を国

の認証を受けクレジットとし、別の経済活動等で排出される二酸化炭素を埋め合わせる（オフセッ

ト）制度のことで、三重県地球温暖化対策実行計画（平成 24 年 3 月）にカーボン・オフセットの推

進を位置づけています。 

平成 30 年度は、「平成 30 年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）」の総合開会式や、「み

え環境フェア 2018」について、開催に伴い排出される CO2 を県内企業の CO2 削減量によりオフセッ

トするとともに、夏のエコフェア等のイベントで、県内のカーボン・オフセット商品の展示等によ

り普及啓発を行いました。 

 

■県庁および地域機関への充電器設置 

平成 29 年度以降、県公用車に PHV を導入することに合わせ、計画的に県庁舎に電気自動車用急速

充電器の設置を進めており、平成 29 年度は、本庁舎前駐車場に急速充電器を設置し、平成 30 年 2

月 1日に供用を開始しました。 

平成 30 年度は、桑名、伊勢、尾鷲の３庁舎に急速充電器を設置し，平成 30 年 12 月 3 日から供用

を開始しました。 

 

■みえ環境フェア 2018 

日時：平成 30 年 12 月 16 日（日）１０：００～１５：００ 

場所：メッセウイング・みえ  

内容：「COOL CHOICE （＝賢い選択）未来のためにいま選ぼう」をテーマに、環境活動を行ってい

る団体・企業などの活動紹介、これからの生活で省エネのヒントとなるイベントを開催。 

 

【主な企画内容】 

・ステージイベント 

地球温暖化防止啓発ポスターコンクールの表彰式や、環境トーク（ゲストや中高生を招いての

パネルディスカッション）を行いました。 

・省エネ住宅フェア 

住宅の省エネ化（ZEH＝ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の推進を目的として、大手ハウス

メーカー及び地元の工務店など 7社・2団体が出展し、省エネで快適な暮らしを提案しました。 

・LED から始める家庭の省エネフェア 

家庭の省エネの促進のため、LED 照明をはじめとする家電の紹介などを行うとともに、家庭か

ら白熱電球を２個持ってきてもらうと LED 電球 1個と交換できるイベントを開催しました。 

・「ガラスの地球を救え」プロジェクトアニメ「地球との約束」「私たちの未来」の上映会 

環境省が作成した地球温暖化について考えるアニメ「地球との約束」「私たちの未来」の上映会

を行い、未来の地球のために今できることがなにか考える契機としました。 

 


